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報道関係各位 
 

関西初となる二つの三十六景の競演 
本展では、江戸時代後期の浮世絵師 葛飾北斎（1760-1849）とフランスの版画家 アンリ・リヴィ

エール（1864-1951）に着目し、それぞれが自国を代表するランドマーク“富士山”と“エッフェル塔”

をモチーフに描いた浮世絵作品を公開いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンリ・リヴィエール生誕 150 年 北斎漫画発刊 200 年 

北斎とリヴィエール 二つの三十六景と北斎漫画 

 

公益財団法人佐川美術館では、夏季企画展として「北斎とリヴィエール 二つの三十六景と北斎漫画」

を開催いたします。 

富士山を描いた浮世絵師として、世界でもっとも有名な北斎の代表作『冨嶽三十六景』。そして、パリ

の浮世絵師と呼ばれた版画家アンリ・リヴィエールが制作した『エッフェル塔三十六景』。この二つの

『三十六景』を紹介するユニークな展覧会を開催します。日本とフランス、二つの『三十六景』を同時

にご覧いただけるのは、関西で初めてとなります。 

そして、『冨嶽三十六景』とともにヨーロッパの印象派の画家たちに衝撃と大きな影響を与えた『北斎

漫画』と、幕末から現在まで伝承された『北斎漫画』の貴重な版木も特別公開し、世界の人々を魅了し

てきた北斎の世界観に迫ります。 

本年は『北斎漫画』が発刊されて 200 年、そしてリヴィエールが誕生して 150 年という記念すべき年に

当たります。この記念すべき年に、北斎とリヴィエール二人の浮世絵師の競演をお楽しみください。 
  

①『冨嶽三十六景』《凱風快晴》 

天保 2 年頃（1830-1832） 

葛飾北斎    光ミュージアム蔵 

 

④『エッフェル塔三十六景』《川船》 

1888-1902 年 （1902 年刊行） 

アンリ・リヴィエール    朝比奈文庫蔵 
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◎『冨嶽三十六景』  
江戸時代後期の日本を代表する浮世絵師 葛飾北斎は、70 年に亘る長い画歴において、常に奇抜な発想や斬

新なアイデアで多くの名品を生み出してきました。その中で天保年間（1830-32）に描いた『冨嶽三十六景』

は、浮世絵風景画の金字塔を打ち立てます。美人画や役者絵といった人物画が主流であったこの時代、風景

画という新たなジャンルを確立させた北斎の浮世絵は、多くの浮世絵師に影響を与えました。 

この『冨嶽三十六景』のシリーズは、当初はその名の通り大判錦絵 36 枚で終了する予定でしたが、あまりの

人気ぶりで、「裏富士」と呼ばれる 10 枚が追加制作され、全部で 46 枚の制作をもって《冨嶽三十六景》と

なります。 

様々な場所から富士山を遠望するとともに、庶民の暮らしぶりなど、当時の風俗を織り交ぜながら描くスタ

イルは、とてもユニークなものでした。また、《神奈川沖浪裏》に見るダイナミックな波と静かにたたずむ

富士山の対比や、《尾州不二見原》に見る巨大な桶の中に富士山を描き込んだ作品は、桶の円形、田んぼの

升目の四角形、富士山の三角形といった異なる図形の組み合わせによる構図法が用いられ、いずれの作品か

らも北斎のたぐい稀なる才能が窺い知れます。 

 

 ◎『エッフェル塔三十六景』  
1867 年にパリで開かれた国際博覧会（パリ万博）に日本が初めて参加すると、日本の美術（浮世絵や伝統工

芸）がヨーロッパの芸術家たちの目にとまり注目を集めるようになります。この時紹介された日本美術によ

って、ありとあらゆる分野にその影響力を示した“ジャポニスム(日本趣味)”とよばれる一大ムーブメントが起

こります。 

19 世紀中頃より起こったジャポニスムは、単なる一過性の流行に終わらず、20 世紀初頭まで強い影響力を持

ち続けます。特に浮世絵の影響力は絶大で、ドガ、モネ、ゴッホといった印象派の巨匠や、ロートレックと

いったポスト印象派の画家たちは、西洋画に無い浮世絵特有の平面構成や、鮮やかな色彩感覚に鮮烈なイン

スピレーションを受け、独自の表現方法に取り入れます。 

その中の一人、画家であり版画家のアンリ・リヴィエールは、パリの街をこよなく愛し、フランス革命百周

年を記念して着工したエッフェル塔に魅せられて、『エッフェル塔三十六景』を描きます。タイトルが示す

通り、北斎の『冨嶽三十六景』に触発されて制作したこの作品は、エッフェル塔を中心にしてパリの街並や

自然の景色、労働者や庶民の生活を浮世絵の手法で描き出します。作品全体からは、浮世絵からの色彩や構

図、題材、表現方法を学びとれるものがあり、北斎だけでなく広重などの影響も看取することができます。 

また、リヴィエールは日本の分業制にも興味を持ち、制作の全過程に自ら立ち会い、細かな指示を出したと

も言われています。 

 

◎『北斎漫画』  
『北斎漫画』は、北斎が文化 9 年（1812）、名古屋の門人牧墨僊宅に逗留中に描いた下絵をまとめ、文化 11

年（1814）に発刊した絵手本集で、北斎没後の明治 11 年（1878）までに全十五編が刊行されます。人物、植

物、妖怪、名所風景等、約 3900 図が収録される一大絵手本集として、ヨーロッパの印象派の画家たちにから

高い評価を受けます。 

今回展示するのは、明治 24 年に京都で創業した芸艸堂が創業 120 周年事業として取り組んだ伝承版木による

『北斎漫画』の手摺版です。現代の職人たちの手技によって再現された北斎芸術を凝縮した絵手本シリーズ『北

斎漫画』と、江戸時代より伝承されてきた版木により北斎芸術の神髄をご紹介します。 
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  展覧会実施概要】 

 

◆名  称：「北斎とリヴィエール ―二つの三十六景と北斎漫画―.」 

◆会  期： 2014 年 7 月 12 日[土] ～ 8 月 31 日[日] 
◆会  場： 佐川美術館 特別展示室 

〒524-0102 滋賀県守山市水保町北川 2891 
TEL : 077-585-7800  FAX : 077-585-7810 

 
 

◆展示構成：  第１章  冨嶽三十六景 
        北斎の代表作にして浮世絵版画の金字塔『冨嶽三十六景』全 46 図を展示。 

◆展示構成：  第２章  エッフェル塔三十六景 
        歴史と自然に彩られた魅惑の街・パリをこよなく愛したリヴィエールが描く 

『エッフェル塔三十六景』全 36 図を展示。 

◆展示構成：  第３章  北斎漫画と伝承版木 
『北斎漫画』の貴重な版木とともに、江戸時代より伝承されてきたこの版木 

を使い、現代の職人によって摺られた選りすぐりの各図を展示。 

 
 
◆開館時間： 午前 9 時 30 分  ～  午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 
◆休 館 日： 月曜日（祝日の場合翌日） 
◆入 館 料： 一般￥1,000（￥800）／ 高大生￥600（￥400） （  ）内は 20 名以上の割引料金 

  中学生以下は無料  ※ただし保護者の同伴が必要 

       ※ 専門学校・専修学校は大学に準じる 

       ※ 障害者手帳をお持ちの方（手帳をご提示ください）、付添者（1 名のみ）無料 

 

 

◆主  催： 公益財団法人佐川美術館 

◆特別協力： 美術書出版株式会社芸艸堂、光ミュージアム、朝比奈文庫 

◆企画協力： アートシステム 

◆後  援： 在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本、 
       滋賀県、滋賀県教育委員会、守山市、守山市教育委員会、 
       NHK 大津放送局、BBC びわ湖放送、FM OSAKA 
◆協  力： SG ホールディングス株式会社、佐川急便株式会社、佐川印刷株式会社 
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  主な出品作品】 

 

◎葛飾北斎作品 Katsushika Hokusai 《Les Trente-six Vues du Mont Fuji》《HOKUSAI MANGA》  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

◎アンリ・リヴィエール作品 Henri Rivière 《Les Trente-six Vues de la Tour Eiffel》  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

②『冨嶽三十六景』《神奈川沖浪裏》 

天保 2 年頃（1830-1832） 

H25.4×W37.2   横大判錦絵 

光ミュージアム蔵 

③（左）『北斎漫画』八編《無礼講》 

③（右）『北斎漫画』十編《大道芸人》 

H31.0×W40.0  

芸艸堂蔵 

⑤『エッフェル塔三十六景』《扉絵》 

1888-1902 年 （1902 年刊行） 

H22.5×W27.0   紙/多色リトグラフ 

朝比奈文庫蔵 

⑥『エッフェル塔三十六景』 

《パッシー河岸より・シャルボニエ》 

1888-1902 年 （1902 年刊行） 

H22.5×W27.0   紙/多色リトグラフ 

朝比奈文庫蔵 
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●広報用写真について 
主な出品作品中の画像をご使用ください。使用につきましては、画像データをご用意しております。 

ご希望の方はお手数ではございますが、同封の作品画像使用申込書（兼プレゼント用招待券申込書）
に必要事項をご記入の上、当館までファックスでお申込ください。 
なお、作品画像につきましては、当該展覧会以外でのご使用はお断りしておりますので、宜しくお願

い申し上げます。 

 

＊そのほか貸出希望の作品がございましたら、担当者までお問い合せください。 

 
●プレゼント用招待券について 
読者・視聴者・リスナーへのプレゼント目的にかぎり、本展覧会会期中有効のご招待券を 10 枚ま
でご提供させていただきます。 
ご希望の方は同封の作品画像使用申込書（兼プレゼント用招待券申込書）に必要事項をご記入の
上、当館までファックスでお申込ください。 
 
 

 

◆交通のご案内： 
  お車ご利用の場合 

   駐車場有 70 台、美術館入館者は無料 

○ 名神高速瀬田西 IC より湖周道路経由約 30 分 

○ 名神高速栗東 IC より守山栗東線経由約 30 分 

○ 名神京都東 IC より湖西道路 (真野 IC)・琵琶湖大橋経由約 30 分 

 

鉄道ご利用の場合 

○ JR 琵琶湖線守山駅より路線バス 佐川美術館下車（約 30 分） 

○ JR 湖西線堅田駅より路線バス  佐川美術館下車（約 15 分） 

 
 
◆連絡先◆ 
公益財団法人佐川美術館 
〒524-0102  滋賀県守山市水保町北川 2891 
TEL：077-585-7800／FAX：077-585-7810 

企画担当学芸員：井上
いのうえ

英明
ひであき

 

h_inoue005@sagawa-artmuseum.or.jp 
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作 品 画 像 使 用 申 込 書 
（ 兼 プ レ ゼント 用 招 待 券 申 込 書 ） 

 

 佐川美術館 宛   FAX / 077-585-7810  
 

申込日 2014 年   月   日 

作品画像の露出・掲載

等ご使用にあたっての

注意 

● 申請された方法、目的以外には使用しないでください 

● 掲載誌・紙は資料として 1 部以上お送りくださいますよう、お願い致します 

● その他の画像が必要な場合は、企画担当者までご連絡ください 

使用作品（○印） 
 

 

① 『冨嶽三十六景』《凱風快晴》 

② 『冨嶽三十六景』《神奈川沖浪裏》 

③ 『北斎漫画』八編《無礼講》／十編《大道芸人》 

④ 『エッフェル塔三十六景』《川船》 

⑤ 『エッフェル塔三十六景』《扉絵》 

⑥ 『エッフェル塔三十六景』《パッシー河岸より・シャルボニエ》 

 

※上記①～②は「光ミュージアム」、③は「芸艸堂」、④～⑥は「朝比奈文庫」 

と所蔵者名をご記載ください。 
                             計     枚 

媒体名  

 

貴社名  

 

ご芳名（ご所属）  

                  （                 ） 

ご連絡先 ご住所：（〒    －     ） 

 

 

e-mail: 
TEL:                            FAX: 

発行（掲出）予定日         年     月     日        号 

使用形態（○印） Web サイト ／ 印刷物（ カラー ／ モノクロ ） 

招待券希望枚数 
 
 

 

読者プレゼント用として、招待券      枚 
※ 枚数は 10 枚以内でお願いいたします。ご了承ください。 

 

 

6 


